先端技術等事業計画書
　　年　　月　　日

（金融機関名）　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住  所 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名

(代表者名)

  電　話

　　　　
	１　申請者の概要

	資本金
	万円
	従業
員数
	常雇用　　人　
ﾊﾟｰﾄ・臨時　　人

	現在の事業内容
	事業開始年月日
	

	
	事業内容
	

	新規開業者のみ記載
	開業予定年月日
	

	
	経歴等
	

	２　事業の内容

	事業進出等区分

＊該当番号に○
	(1)　研究・開発　　　(2)　新製品の企業化　　(3)事業転換

(4)　事業の多角化　　(5)　新規開業

	事業概要
	

	開発、企業化等の

動機、経緯等
	

	新規性、特徴等

＊既存技術との

相違点など
	

	事業計画

＊事業着手（研究・開発、市場調査等）、生産設備の導入、製品等の生産開始、出荷・販売までのスケジュールを記載
	年　　　月
	内　　　　　　容

	
	
	

	３　運転資金、設備投資計画等の内容

	運転資金の内容

＊資金明細、必要額の積算
	

	支払時期
	平成　　年　　月　　　～　　平成　　年　　月

	設備投資の内容

＊必要な設備と

　その購入費
	

	着工・完了年月日
	平成　　年　　月　　　～　　平成　　年　　月


	４　資金計画・返済計画等

	　所　要　資　金
	区　分
	金　額
	　資　金　調　達
	区　分
	金　額

	
	建物、建物付属設備
	千円
	
	先端技術等振興資金(運転)
	千円

	
	機械
	
	
	先端技術等振興資金(設備)
	

	
	
	
	
	他の借入
	

	
	
	
	
	自己資金
	

	
	運転資金
	
	
	
	

	
	計
	
	
	計
	

	借入年月
	　　年　　月
	融資期間
	　　年　　カ月(うち据置)　　年　　カ月

	５　事業計画確認事項

	＊この欄は、取扱金融機関で記入願います。
　それぞれ、該当事項の□にレ点で記入願います。

１．先端技術等の企業の特殊性

　　□a．最新の専門的知識や技術を駆使した先端技術の製品化を目指す研究開発型企業。
　　□b．他の企業と競合しない細分化された特定のマーケットを市場とするニッチマーケット型企業（注釈）
２．事業の新規性

　　□ハイテク等技術やサービス面で新しいものの展開が図られているか。

３．事業計画の具体性

　　□早期製品化（半年以内）は可能か。

　　□製品に関する市場調査（ニーズ）は十分か。

　　□販売計画は無理のないものか。

４．企業としての独立性

　　□経営者が自らのリスクを負い、経営者の意思と努力で事業展開が可能か。
５．その他

　　□信用保証付けの対象業種であることの確認はできているか。

	特記事項
	

	取扱金融機関名
	
	担当者名
	


（注釈）ニッチ（niche market）「カタカナ実用辞典」発行　㈱ぎょうせい
○企業が参入していないマーケットの中にあるくぼみやすき間のこと。

○マーケットの成熟度が増すにつれ、新しい商品・サービスの開発、販売方法・販売対象の開発による新市場の開拓を目的とする企業戦略のひとつ。
